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F　　？下‾”‾　〝′、’言 
“新しいふるさとの創出”がテーマ。活力

と魅力にあふれる遠賀町を見つけてくださ

い。『ファインダー越しに町の個性や魅力を

再発見』もいいものです。遠賀町の自然や風

物などを掘影した写真でぜひチャレンジして

ください。

●応募要領

♭題材　遠賀町の自然景観、祭り、風物など
応募作品には必ず応募票（自作可）を添付

してください。（住所、氏名、電話番号、年齢、

性別、画題、掘影地、撮影場所を明記）
D募集作品　カラープリント＝キャビネから

四つ切まで

♭撮影期間　　平成6年5月10日～8月31日

〉応募締切り　9月5日

D送付先　〒811－43　遠賀町大字今古賀513

遠賀町役場企画課℡（293）1234

♭発表　9月下旬
●賞

♭最優秀賞1点　　賞金50，000円

D結　選　　4点　　賞金20，000円

〉準特選　　5点　　賞金10，000円

♭入　選　10点　　賞金5，000円

♭佳　作　　数点　　記念品
●応募上の注意事項

（D応募枚数に制限はありませんが、自作・未

発表のものに限ります。

（②応募作品は、原則として返却いたしません。

（り入選作品の版権は、遠賀町に帰属します。

町の魅力と個性が表現され明るく親しみや

すい「シンボルマーク」をどしどしご応募く

ださい。最優秀賞の作品は、遠賀町の正式な

シンボルマークとして活用します。「遠賀ら

しさ」があふれる・・・そんな作品をお待ち

しています。

●応募方法

♭ハガキまたはB5版の用紙を使用し彩色

は自由、1枚につき1点で1人何点でも

応募できます。

〉作品は、自作・未発表のものに限ります。

pl作品ごとに郵便番号、住所、氏名、性別、

年齢、電話番号を明記してください。

♭応募作品は返却いたしません

〉入選作品の著作権は、遠賀町に帰属します。
※該当者のない場合は、専門家に依頼する

ことがあります。

●営

♭最優秀賞1点　　賞金100，000円

♭優秀賞i∴3点以内賞金20．000円（1点）

入賞発表は、本人に直接通知し、広報「お
んが」でお知らせします。入営者は10月9

日に行われる町制30周年記念式典で表彰し

ます。

●応募締切り

6月15日（水）※当日消印有効

●応募先・問い合わせ
〒811－43　遠賀町大字今古賀513

遠賀町役場企画課℡（293）1234

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ル
マ
ー
ク
の
募
集
と
遠
賀
町
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
最
優
秀
賞
の
賞

遠
賀
町
で
は
、
町
制
施
行
三
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
の
シ
ン
ポ



不二

ふるさと活性化事案とは

遠賀町では、住民グループや町内の

団体の皆さんが主体的に取り組まれる
地域づくりを支援するため平成4年度
に「ふるさと活性化事案」を創設しま

した。

この事業は、ふるさと創生資金の運

用益全で福祉や文化活動、産業振興、
イベントなどを進めるグループの活動

を援助・補助していこうというもので

す。補助額の最高限度額は100万円。

ふるさと創生資金を活用した町の事

業には、文化ふれあい事業やふれあい

釣り大会などがありますが、「ふるさ

と活性化事業」は、町民の皆さんにとっ
て“もっとも身近でダイナミック郵な

ものにしたいと考えています。

平成5年度のふき己と活性化事業は・・・

事業内容 �∵　事業主体　享 

ミューシカル公演粛 � 

木守花壇の維持管理事業 �木守区老人クラブ「朝日会」 

村田喜代子氏講演会 �東和苑区 

鈴木健二氏講演会 �地区公民館連綿協議会 

おんが朝市の開催 �おんが朝市の会 

特
集
「
ふ
る
さ
と
活
性
化
事
業
」

ま
ち
づ
く
り
の
仕
掛
け
人
忙
ち

諦
艦
灘
漣
と
樽
熟

「
ふ
る
さ
と
活
性
化
事
業
」
は
、
そ
ん
な
皆
さ
ん
を
応
接
し
ま
す
。

昨
年
度
は
、
5
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
、
こ
の
事
業
を
通
じ
て
す
ぼ
ら
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
の
特
集
は
、
「
ふ
る
さ
と
活
性
化
事
業
L
 
I
昨
年
度
実
施
さ
れ
た

5
つ
の
事
業
を
紹
介
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
仕
掛
け
人
た
ち
の
熟
垂
心
と
情
熱
を

お
伝
え
し
ま
す
。



昨年度のふるさと活性化華莱

ますは、等勇で噛り蓋って見ましょう
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【写真①】1月30日、町中央公民館で実施された鈴木健二氏の講演会は、この事業にピソ
タリの演題「文化の振興と地域の活性化のために」【写真②】オープン初日のおんが朝市
の－コマ。当日は、大雪にもかかわらず、まだ夜も明けぬうちからたくさんの人が訪れた【写
真③】劇団ふるさときゃらばんを迎えてのミュージカル「男のロマン、女のフマン」は、
酷暑の7月10日、勤労者体育センターで上演【写真（Di福岡が生んだ芥川賞作家村田喜代
子氏を迎えての講演会は東和菟区が実施【写真⑤】末寺橋東側の花壇。季節の花は木守区
老人クラブの皆さんが“てしおにかけて録育てます

「ヽ



まちづくりの仕掛け人たち

その熱善心と情熱

ミュージカル公演会の成功が、新しい町おこしの刺激に � 

通け　　い　なギ　　し来い　と　住い　　いおやのたたにた典こ　初 �∴一∴二、∴ 寄二二中 経圭葦 

は　い　プ実でて　なで　ら　い　け 

二聖二青竜、 

キャッツ21 代表の松井力さん 
o地向　　と　るル　　戦将で劇らて　　な町が行きいかしいう　る 

ー／讃熟笠 、∴ タ（＼、 ∴∴∴■ご「 蘭闇挺覆1、｛ �木守橋の東にひときわ目につく花壇。季節の花がうれしいですね 

い　と　「の　た軽　う　　て　を　声　を　し　回　ら　の　く　せす楽壇 
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木守区老人クラブ朝日会 会長の清末為治さん 

十一

特
集
「
ふ
る
さ
と
活
性
化
事
業
」

ふ
る
さ
と
活
性
化
事
業
に
は

五
つ
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。

事
業
の
種
類
は
、
次
の
五
つ
で
す
。

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
細
か
く
制

約
し
て
い
ま
せ
ん
。

①
文
化
事
業

②
イ
ベ
ン
ト
事
業

③
高
齢
者
対
策
（
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
）
事
業

④
人
づ
く
り
（
活
き
活
き
産
業
づ
く
り
）

事
業

⑤
そ
の
他
ふ
る
さ
と
の
活
性
化
に
適
当

と
認
め
ら
れ
る
事
業

事
業
の
採
択
は

審
査
委
員
会
で
決
定
し
ま
す

事
業
の
採
択
に
つ
い
て
は
、
行
政
と

地
域
活
動
家
の
代
表
か
ら
な
る
審
査
委

員
会
の
中
で
決
定
し
ま
す
。
委
員
会
で

は
、
「
①
町
の
総
合
計
画
な
ど
と
の
整



区民の共感・ふれあいのまちづくりを目指して。村田喜代子氏講演会

文化講演会。縁の下の力持ちは、あなたの地区の公民館長さん

地区公民館連絡脇会i

会長の森繁義さん

舞 ／言 ∴二 二一／雪1欄 ∴† ∴∴∵∴言∴∴∴ ＼“ 1二三三三ヨ“ シー”さ：！， ＼ 一一＿∴こ∴∴一：∴ ＼／イ／＼二 ＼ ∴高：∴ �おんが朝市。新鮮で安全なものをより安く 

思　白　　ま　れよ　　る乗れ勝　目　ア献年揺　　すパ「L　L訪 

謹纂墨黒点お急呈詩宗藁警護○華轟鷺 
亨急襲　誓書謹呈誇そ隼と悪縄　至常陸嬬 
講　素読累増嘗ま畢生盛者謹　呈は貿諦嘉 

纏繍擬鱗 毅域だ感＿ おんが朝市の会 代表の仲野邦彦さん 

i　　　　　　　　平成6年度のふるさと活性化事業を募集します 

様 式 （こ よ り 実 績 舘 岩ニ i；す 書 を 提 出 �実 績 蒲 生． 言 葉 完 了 後 30 日 以 塑 �l � �掴＿雲 鞘 �二三三三：網棚…：「 　　項金な満推 体は　目のいち進 　　で交（Dて輩 　　番付笑い柴 箕ぞ　書怠望る蒜 
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東
和
苑
区
は
、
昭
和
5
3
年
に
発
足
し

1
5
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
当
初
、
入
居

者
の
大
半
を
占
め
た
4
0
代
、
5
0
代
の
人

は
、
体
育
行
事
を
中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
人
た
ち
も
今
や
5
0
代
、
0
0
代
と
な

り
体
育
を
中
心
と
し
た
区
民
行
事
へ
の

参
加
だ
け
で
は
区
民
の
共
感
・
ふ
れ
あ

い
の
ま
ち
づ
く
り
が
む
ず
か
し
く
な
っ

て
き
た
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
老
若
男

女
を
問
わ
ず
だ
れ
も
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
文
化
車
乗
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
芥
川
賞
作
家
の
村
田
喜
代

子
先
生
を
迎
え
で
の
講
演
会
と
な
っ
た

わ
け
で
す
。

当
初
百
人
前
後
の
参
加
者
を
予
想
し

て
い
ま
し
た
が
、
百
五
十
七
人
も
の
区

民
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
講
演
や
質
疑
応
答
、
先
生
を
囲
ん

で
の
懇
親
会
を
通
じ
、
今
後
の
地
域
活

性
化
を
推
進
す
る
た
め
の
一
つ
の
ヒ
ン

ト
を
得
た
こ
と
は
、
非
常
に
有
意
義

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
お
話
を

聞
く
会
や
、
高
齢
者
の
健
康
管
理
な
ど

に
役
立
つ
企
画
を
考
え
て
い
き
た
い
で

すね。

地
区
公
民
館
連
絡
協
譲
会
が
初
の
文

化
部
乗
と
し
て
取
り
姐
ん
だ
昨
年
1
月

の
「
胡
弓
演
奏
会
」
は
、
会
場
が
満
員
（
五

百
三
十
一
人
が
参
加
）
と
い
う
期
待
ど

お
り
の
成
果
を
収
め
ま
し
た
。
こ
れ
を

機
に
毎
年
1
月
を
「
文
化
イ
ベ
ン
ト
期
」

と
し
て
定
着
さ
せ
た
い
・
・
・
そ
ん
な

気
持
ち
か
ら
、
今
年
は
鈴
木
健
二
氏
を

迎
え
で
の
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
は
五
百
七
十
八
人
も
の
参
加
を

得
て
大
成
功
。
そ
の
影
に
は
各
地
区
公

民
館
長
た
ち
の
飽
き
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。
一
つ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

全
員
が
一
つ
に
な
り
一
人
ひ
と
り
の
役

割
と
責
任
を
果
た
し
た
。
そ
の
結
果
の

表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
鈴
木
氏
い
わ
く
「
町
の
主

催
で
は
な
く
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
に
感
激
し
ま
し
た
」
・
・

こ
ん
な
あ
り
が
た
い
言
葉
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
文
化
活
動
の
中

心
的
存
在
と
し
て
、
こ
う
い
っ
た
催
し

を
定
例
事
案
と
し
て
定
着
さ
せ
た
い
と

思
い
ま
す
。



∴∴　∵∴∴∴∴ ∴ニ‾、 �「∴∴言 

この広場の魅力 

／一二、‾． 

」∴▲］L＿＿『 
∴r ヨーニ‾＝‾ニ：二〇 �∴l、∴ 

喜　　　　　　　　　一、 

－ 

‾‾‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　イ 

”歩きながら足の裏を

青竹菌みができるのも

∴三∴諒：∴∴ �、i∴ �‾1、4 －、翳 
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犯 �� 罪 　因圏高畠需需諾鳥篭 」／ii闘醗潤 　一、言　い 　一子 

湖のない町むと願う御者の表請は　　　　　　　　　　　　　会い 
具剣そのもの 

〆「

ゆ
っ
く
り
歩
こ
う

カ
メ
さ
ん
に
な
る
の
も
悪

看
健
康
の

遠
賀
総
合
運
動
公
園
内
テ
ニ
ス
コ

に
、
健
康
の
広
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

約
八
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
広
場

康
つ
く
り
に
は
も
っ
て
こ
い
の
施
設
が

ン
チ
で
体
を
は
く
し
な
か
ら
ゆ
っ
く
り

し
。
歯
を
く
い
し
ば
ら
す
に
、
た
ま
に
は

約一

一
百
メ
ー
ト
ル
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー

芝
生
広
場
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
へ
、
ノ
チ

の
発
汗
．
ソ
ー
ン
か
ま
た

ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
の
も
よ
し
、

も
い
い
も
ん
で
す
。

短
歌
（
お
ん
が
規
散
会
練
薯
）

河
中
　
錦
喜
選

我
が
生
を
知
ら
す
か
ご
と
く
枕
辺
に

時
計
の
き
ざ
む
音
を
聞
き
い
つ

大
場
　
房
江

眼
を
と
じ
し
露
座
の
石
仏
静
な
り

顔
上
げ
給
え
梅
が
匂
う
よ言

開
　
録
朗

帰
り
来
て
砿
話
の
ベ
ル
を
聞
き
お
れ
ど

こ
の
暗
が
り
に
鍵
穴
合
わ
ず

高
崎
　
佳
子

卒
寿
な
る
姉
を
き
ん
き
ん
と
名
を
つ
け
て

吾
を
ぎ
ん
ぎ
ん
と
呼
び
で
も
み
た
り

高
崎
　
峡
江

御
堂
へ
の
登
る
道
辺
に
不
悉
に
聞
く

慾
鳴
く
を
再
び
聞
か
ず

大
場
ト
シ
ミ

俳
句
へ
遠
賀
俳
奏
句
会
抄
）

池
田
　
幸
利
達

鳥
居
よ
り
始
ま
る
階
の
草
育
む

川
上
　
久
夫

奉
納
の
手
拭
七
枚
蕃
疾
風

小
野
多
恵
子

尊
前
や
少
し
小
さ
さ
二
の
鳥
居

加
藤
　
葉
子

次
々
と
柱
立
ち
ゆ
く
日
永
か
な

岩
裁
　
信
江

椿
落
ち
神
域
傾
ぐ
も
の
あ
ま
た

柴
田
と
も
子



次々に披露される熟のこもった漬し物に
饗　からは　　　　　　が・・・

ベテランドライバーも
ハンドルを持つ手に汗

臆高齢者の安全運転教室

参加した27人は全員65歳以上。しかも現
役バリバリのドライバー。4月10日、おん

が自動車学校で高齢者安全運転教室が行わ
れ、同校の教習コースを体験走行し、教官
の皆さんの指導を受けました。

「安全運転には自信あり」といった腕自

慢の参加者に、日ごろ教習生には厳しい？
教骨の顔も自然にほころびます。

高齢者の交通安全教室にはお決まりの、
歩行者や自転車の安全教室とはちょっと
違った、この催し。参加者も満足したよう

すでした。

春の交通安舘動は戯わりましたが
いつも無事故、無違反でrただいまあ
この笑顔が最高の“お・み・や・げ購

□こし一二二三雪率青信号点滅‥・

「もう渡つちやいけなし＼んだよね」

S浅木小学校で交通安全指導

正しい交通マナーと知識を持たせるこ
と。これが、悲惨な交通事故から子ともた
ちを守る第一歩ではないでしょうが。－
4月11日、浅木小学校前で、折尾警察署の
署員らによる交通安全指導か行われまし
た。
横断歩道の正しい渡り方など指導する婦

警さんの優しい声に、子ともたちも「はい」
と元気な返事。しっかり交通ルールを勉強
しました。
さあ、次は大人の番です。スピードは控

えめに、安全運転を心がけたいものです。

「ヽ

さ
あ
、
出
番
　
－
　
こ
の
緊
張
感
が
た
ま
ら
拡
い

漢
書
の
芸
能
ま
つ
り

今
年
で
七
回
目
を
迎
え
た
遠
賀
町
文
化
芸

能
連
絡
協
議
会
主
催
の
春
の
芸
能
ま
つ
り

が
、
4
月
3
日
、
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

司
会
役
を
つ
と
め
る
会
長
の
高
崎
新
吉
さ

ん
の
名
調
子
に
乗
せ
て
披
露
さ
れ
た
漬
し
物

の
数
、
な
ん
と
三
十
四
。
謡
や
踊
り
な
ど
、

興
味
の
あ
る
人
た
ち
に
は
こ
た
え
ら
れ
な
い

催
し
に
な
り
ま
し
た
。
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遠賀町民学習ネットワーク事業
運営委員会
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不「

あなたが主役
生涯学習・生きがい学習

Sri　　m ��」－ 

∴： 　　i 

曇禦＼ ：－∴．　∴ 薗竃霞8°1 

緊密 � �懸濁 　㌧、 

∴∴∴　‾： ���千＼ミ怒 �＿姦逆＿＿軽重謹 

∴∴ � �＼釜藤生 � �� 

：「 � �∴∴ ��� 

／r一一i言 　．∴∴∴ ���　∴一 ∴「 ．∴ヽ・・∴∴∴ 一一漑＼言÷ 

∴∴ 

〃
千
一
ブ
リ
〃
　
輝
い
て
い
ま
す
　
　
　
　
（
学
習
グ
ル
ー
プ
の
紹
「
）

地
域
の
堂
丁
浬
冒
‥
ク
ル
ー
プ

ゐ
な
た
の
地
域
で
「
生
涯
学
習
を
」
「
生
き
が
い
学
習
を
」
と

昨
年
四
月
に
始
ま
っ
た
『
遠
賀
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
』

も
、
第
二
年
次
を
迎
え
ま
し
た
。

今
、
あ
な
た
の
身
近
な
地
域
の
公
民
館
で
、
中
央
公
民
館
で
、

十
五
の
学
習
グ
ル
ー
プ
が
、
楽
し
く
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

あ
な
た
も
五
人
以
上
の
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
、
地
域
の
公
民
館

で
生
き
が
い
づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

キ
ッ
ト
あ
な
た
は
、
す
ぼ
ら
し
い
人
生
と
出
会
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

有
志
指
導
書
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
あ
な
た
の
学
習
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。

中
央
公
民
館
で
、
「
学
習
メ
ニ
ュ
ー
」
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
学
習
仲
間
に
合
っ
た
も
の
を
「
学
習
メ
ニ
ュ
ー
」
か
ら

見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
中
央
公
民
館
へ
と
う
そ
。

鬼
津
老
人
会
・
社
交
タ
ン
ス
同
好
会

（
代
表
　
門
司
勝
吉
さ
ん
）

私
た
ち
は
、
メ
ロ
デ
ィ
に
の
っ
て
動
く

体
操
　
（
社
交
ダ
ン
ス
）
　
同
好
会
を
老
人
会

で
発
足
、
年
齢
　
（
平
均
年
齢
八
十
歳
）
　
を

忘
れ
、
苦
労
も
忘
れ
、
み
ん
な
で
楽
し
く

生
き
が
い
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

新
町
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

（
代
表
　
野
中
滋
子
さ
ん
）

毎
週
金
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
二
時
間

カ
ラ
オ
ケ
の
レ
ッ
ス
ン
は
、
八
十
五
歳
の

お
姉
さ
ん
や
、
お
兄
さ
ん
方
と
一
緒
に
、

楽
し
い
一
日
で
、
金
曜
日
が
待
ち
遠
し
く

思
わ
れ
る
今
日
こ
の
こ
ろ
で
す
。

－
中
級
英
会
話
「
マ
ッ
ド
・
テ
ィ
ー
・
パ
ー

「
イ
I
L
　
（
代
表
言
鈴
恵
さ
ん
）

や
さ
し
い
マ
ー
フ
ィ
先
生
の
ご
指
導
の

一
も
と
、
み
ん
な
仲
良
く
、
楽
し
く
、
時
に

一
は
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
学
習
し
て
い
ま
す
。

－
文
化
の
違
い
や
、
音
楽
等
も
学
び
、
充
実

し
た
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

親
子
英
会
話
「
プ
リ
テ
ィ
・
フ
レ
ン
ズ
」

（
代
表
　
武
藤
智
子
さ
ん
）

一
－
三
歳
児
と
お
母
さ
ん
、
約
十
組
が

こ
の
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ハ
ロ
ー
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
グ
ッ

バ
イ
ま
で
、
走
っ
た
り
　
（
R
U
N
）
　
飛
ん

だ
り
　
（
I
U
M
P
）
　
楽
し
く
英
語
に
触
れ

て
い
ま
す
。



謁惑覿繭匪諺
1987年の夏、久しぶりにアメリカに帰っ

た私は、ロサンゼルスの若者たちの会話が

分からなかったという記憶があります。そ

の時の会話は次のような会話でした。

A君　WHAT’s up？

（最近どう？なにか変わった事な　ui

いり）

B君　NOT MUCH I AMJUST

KICKING BACK

（別に・・。ボーッとしているだけ。）

今なら、ロスの人とは問題なく話すこと

が出来ますが、あのころ、私にとっては、

ちょっと、カルチャーショックでした。

（私が、国際学校で勉強した英語と違って

いたから。）

外国人の英語を聞いて、パニック状態の

へようになってしまう人がいます。「自分が学

校で勉強した英語とは違うから」と。しかし、

子どものころから英語でしか教育を受けて

いない私でさえ、最初はロスの言葉が分か　堪

りませんでした。　　　　　　　　　　　ii

最初は分からなくても、何度か耳にする

うちに、なんとなく新しい言葉の意味がみ

えできます。なんとなく意味がつかめたら、

次は、いろいろな人に、その言葉の意義を

聞くことが大切です。

その後、自分なりにまとめられたならば、

バッチl）その言葉が自然な形で、のみ込め

るようになります。このように、自然な形

で頭に入れば、当然、その言葉が自然に使

えるようになります。あまり難しぐ悩むと

かえって、逆効果になる可能性があるので、

ゆっくりと楽しみながら、言葉を覚えるの

か一番いいと思います。

DON’T WORRY BE HAPPY！

「ヽ

尾
崎
習
字
同
好
会
　
（
ペ
ン
習
字
学
習
）

（
代
表
　
吉
田
梅
乃
き
ん
）

昔
か
ら
五
十
の
手
習
い
と
か
い
い
ま
す

が
、
私
た
ち
は
七
十
の
手
習
い
、
少
々
腰

を
か
が
め
な
が
ら
…
で
も
歳
は
と
っ
て
も

心
は
若
く
、
み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ
い
、

今
が
一
番
幸
せ
な
人
生
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

木
守
区
朝
日
会
・
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

（
代
表
　
後
藤
前
代
さ
ん
）

男
性
三
人
、
女
性
六
人
が
、
先
生
の
適

切
な
ご
指
導
に
よ
っ
て
、
ブ
ル
ー
ス
‥
ン

ル
ハ
・
ワ
ル
ツ
と
、
足
さ
ば
き
も
か
ろ
や

か
つ
に
舞
い
？
・
‥
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
る

ほ
ど
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

中
級
英
会
話
「
イ
マ
ジ
ィ
ン
」

（
代
表
　
松
井
一
節
さ
ん
）

昨
年
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
想
像
力
だ

け
を
た
よ
り
に
英
会
話
学
習
を
進
め
、
現

在
は
テ
キ
ス
ト
も
ほ
ほ
終
わ
り
ま
し
た
。

イ
マ
シ
ィ
ン
　
（
想
像
す
る
）
　
ク
ラ
ブ
の

奥
様
方
の
国
際
交
流
能
力
は
上
昇
中
で
す
。

編
集
後
記

五
月
か
ら
、
奇
数
月
の
十
日
号
に
　
「
町

民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
　
と
し
て
お
目
見

え
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
二
ペ
ー
ジ
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
　
〝
生
涯
学
習
・
生
き
が
い
学
習
〟
　
の
ペ
ー

ジ
と
し
て
、
ど
ん
ど
ん
地
域
の
話
題
を
取

り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
中
で
　
〝
生
き
が
い
学
習
を
み
ー

つ
け
た
ー
；
　
こ
の
よ
う
な
時
は
、
ぜ
ひ
教

え
て
く
だ
さ
い
ね
。

こ
の
号
と
次
の
号
は
、
今
、
地
域
の
中

で
楽
し
み
な
が
ら
活
躍
中
の
学
習
グ
ル
ー

プ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
の
コ
メ
ン
ト
に
も

あ
り
ま
す
よ
う
に
楽
し
み
な
が
ら
す
る
〝
生

き
が
い
学
習
〟
　
を
、
あ
な
た
の
地
域
で
も

ぜ
ひ
考
え
て
く
だ
さ
い
ね
。

教
育
委
員
会
・
町
民
学
習
ネ
ノ
ト
ワ
ー

ク
事
業
運
営
委
員
会
は
、
み
な
さ
ん
の
生

涯
学
習
・
生
き
が
い
学
習
を
積
極
的
に
応

援
致
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局



くらしの

固定資産税（1期）

国民健康保険税（1期）

5月31日関まで

役場293－1234

申実公民後

屈和ピーだより

●日赤作晶

かな細字クラブ丸井長泉社

中（作品約50点）

●教示南面

6月5日（日）まで

お忘れなく

自動車税の納期限は
5月31日（火）です

自動車税は、毎年4月1日現

在所有されている人に課税され

ます。今年は5月13日に納税通

知書を発送しますので、よろし

くお願いします。

納税は、お近くの、金融機関、

郵便局、県税事務所で。
●問い合わせ　若松県税事務所

℡（761）4023－4026

〆

穣
激
暑
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

平
成
6
年
分
所
得
税
の
特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す

年
税
額
の
2
0
％
相
当
額
を

所
得
税
額
か
ら
控
除

特
別
減
税
と
は
、
平
成
6
年
分
所
得

税
の
納
税
者
に
対
し
て
、
原
則
と
し
て
、

そ
の
人
の
年
税
額
の
二
〇
％
相
当
額
を

納
付
す
べ
き
所
得
税
額
か
ら
控
除
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
二
〇
％
相
当
額
が
二
百
万

円
を
超
え
る
場
合
は
、
二
百
万
円
が
限

度
と
な
り
ま
す
。

減
税
は
次
の
方
式
で

行
わ
れ
ま
す

こ
の
特
別
減
税
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
6
月
の

ボ
ー
ナ
ス
時
と
1
2
月
の
年
末
調
整
時
に

そ
れ
ま
で
の
源
泉
徴
収
税
額
を
還
付
す

る
と
い
う
方
式
で
行
わ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
1
月
か
ら
6
月
分
に
つ
い

て
は
、
そ
の
間
に
支
払
わ
れ
る
給
与
等

に
つ
い
て
、
そ
の
源
泉
徴
収
税
額
の
二

〇
％
相
当
額
が
還
付
さ
れ
ま
す
。
1
月

か
ら
1
2
月
分
に
つ
い
て
は
、
年
末
調
整

の
際
に
、
年
税
額
の
二
〇
％
相
当
額
か

ら
6
月
に
遭
付
し
た
金
額
を
清
算
し
た

残
額
が
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
公
的
年
金
等
に
つ
い
て
は
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
同
様
の
取
り
扱
い
と

さ
れ
て
お
り
、
事
業
所
得
者
に
つ
い
て

は
、
平
成
6
年
に
納
付
す
る
予
定
納
税

額
の
減
額
ま
た
は
、
確
定
申
告
に
よ
り

特
別
減
税
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
若
松
税
務
署

℡
　
（
1
6
1
）
　
2
5
3
6

5
0
鱈
以
上
の
人
が
対
象

連
な
町
最
大
学
績
な
で
〝
生
き
が
い
〟
を
島
つ
け
ま
せ
ん
か

申
し
込
み
は
遠
賀
町
中
央
公
民
館
へ

●
と
き
　
6
月
9
日
　
（
木
）
　
か
ら
　
（
合

計
十
二
回
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
0
0
歳
以
上
の
人

●
定
員
　
百
五
十
人

●
内
容
　
午
前
の
教
護
コ
ー
ス
と
午
後

の
専
科
コ
ー
ス
　
（
▽
か
な
雷
道
＝
二

十
人
▽
陶
芸
＝
二
十
人
▽
太
極
拳
＝

二
十
人
▽
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
＝
二
十

人
▽
歌
謡
＝
七
十
人
）

●
申
し
込
み
　
5
月
2
4
日
　
（
火
）
　
ま
で

に
遠
賀
町
中
央
公
民
館
事
務
室
へ

●
そ
の
他
　
▽
初
め
て
の
人
を
優
先
し

ま
す
。
過
去
に
受
講
さ
れ
た
人
の
申

し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
希
望

者
多
数
の
場
合
は
、
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
専
科
コ
ー

ス
で
希
望
が
重
な
る
場
合
は
、
コ
ー

ス
の
変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▽
電
話
で
の
受
付
は
、
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

事
務
室
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用

身
体
測
定
、
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指

導
●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す

●
と
き
　
5
月
1
7
日
　
（
火
）
、
午
後
1

時
1
0
分
～
2
時

●
と
こ
ろ
　
遼
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
生
後
3
か
月
～
4
8
か
月
未
満

児
●
服
用
方
法
　
六
週
間
以
上
の
間
隔
を

あ
け
て
二
回
服
用

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

印
鑑

3
歳
児
健
康
珍
重
が
あ
り
ま
す

9
か
月
児
健
鷹
彰
蓋
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
5
月
1
9
日
　
（
木
）
、
午
後
1

時
1
0
分
～
1
時
4
0
分

●
対
象
　
生
後
8
か
月
～
1
0
か
月
児

（
平
成
5
年
1
月
～
9
月
生
ま
れ
の

乳児）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
内
容
　
小
児
科
医
師
に
よ
る
診
察
、

●
と
き
　
5
月
3
1
日
　
（
火
）
、
午
後
1

時
1
0
分
－
1
時
4
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
満
3
歳
を
超
、
え
、
4
歳
に
達

し
な
い
幼
児
　
（
平
成
2
年
日
月
～
平

成
3
年
5
月
生
ま
れ
）

●
内
容
　
小
児
科
医
師
に
よ
る
診
察
、

歯
科
医
師
に
よ
る
診
察
と
噛
み
が
き

指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

健
診
日
早
朝
の
尿
を
一
〇
c
c
程
度
、

お
子
さ
ん
が
家
庭
で
使
っ
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
　
（
対
象

者
に
送
付
し
ま
す
）

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す
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醸璃類⑮へ
くらしのアドバイザーは消費生活上の

苦情や相談に応じ、問題の解決のお手伝
いや適切な情報の提供を行っています。

遠賀町にも2人のアドバイザーがいます

ので、気軽に相談してください。

▼取り扱う相談の内容

①消費生活上の知識や技術などについての相談

②買い物相談・・・商品やサービスを適切に選

択するための相談や情報の提供

③苦情相談・・・商品やサービスが一般に期待

されている品質、機能などよりも劣り損失を

受けた場合のあっせんなど

※アドバイザーの取り扱う苦情は消費生活に関

する具体的なものに限られています。たとえ

ば、生活に関するものであっても公害・交

通・清掃・上下水道などは取り扱いません。

くらしのアドバイザーについての
問い合わせは産業課農政商工係へ

Ii

一同、学生カヌー教室

（前期）
●対象　小学4年生～6年生

－　●期日　5月28日、6月4日、

＝　11日（土曜日3回コース）
●時間　午後2時30分～4時

●ところ　役場横「西lii」

（集合場所は町中央公民館
横の箆車場）

●持ってくるもの　タオル、

帽子、着菅など
－　●申し込み　5月25日（水）

量　までに社会教育課体育振興
ご　　係へ

88日蘭に圏計 �瑠I肝三一三事案 

弓道教室 一度、弓を引いてみません1 � � � 

＼＼＼1箋零蓋曇遷 

瞳盗避／／／）～＼ 

か。年齢性別は問いません。 初心者大歓迎です。 ●とき5月16日から6月10三 日までの毎週月・水・金曜吉 日の午前10時～正午と午後 7時～9時の2都制 ●ところ遠賀総合運動公園 内弓道場 ●参加費無料（ただし、保 険料は参加者負担） ●申し込み社会教育課体育 振興係へ 
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免
除
さ
れ
る
期
間
は
、
免
除
申
請
し
た
月
の
前
月
か
ら

年
度
末
ま
で
の
期
間
で
本
人
が
指
定
し
た
月
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
4
月
か
ら
翌
年
の
3
月
ま
で

1
年
間
の
免
除
を
希
望
す
る
と
き
は
、
5
月
3
1
日
（
火
）
ま

で
に
国
保
年
金
係
へ
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
5
月
3
1
日
ま
で
に

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
に
は
、

本
人
の
申
請
に
基
づ
き
、
所
得
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
状
況
を

考
慮
し
、
一
定
の
基
準
に
該
当
す
れ
ば
免
除
が
認
め
ら
れ

ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
に
該
当
し
ま
す
。

①
所
得
が
な
い
と
き

②
本
人
や
そ
の
世
帯
の
人
が
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活

扶
助
以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
と
き

③
障
害
者
や
寡
婦
で
所
得
が
一
定
以
下
の
と
き

④
火
災
・
風
水
害
な
ど
の
災
害
を
受
け
た
と
き

※
学
生
に
は
、
そ
の
特
性
を
考
慮
し
た
別
の
免
除
制
度
が

あ
り
ま
す
。

免
除
を
受
け
る
場
合
は
申
請
が
必
要
で
す

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
（
自
営
業
の
人
、
学
生
、

無
職
の
人
）
は
、
月
一
万
千
百
円
の
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

し
か
し
、
加
入
し
て
い
る
問
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
と
き
の
た
め
に
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は
、
未
納
の
ま
ま
に
し
な
い
で
国
保
年
金

係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

民

年

金

惜

報

工
藤
久
美
子
さ
ん
へ
東
和
苑
）

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
5
3
6

添
田
み
ち
子
さ
ん
（
燦
ノ
本
）

℡
　
（
2
9
3
）
　
2
1
3
2
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昨年の11月公園の清掃の際、子どもたちはチュー
リップの球根を植えた。（写真上）そして、今、
きれいな花が区民の目を楽しませている。（同下）

〆
発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　株式会社ペイジ

諾
雷
藩
鵡
語
調
擬
繚
灘
闘
鶏
醗
賂
鰭
調

諒
幾
　
総
面
積
二
±
二
四
誓
水
と
緑
』
多
く
の
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
わ

多
医
療
た
し
た
ち
の
町
。
現
在
一
一
十
四
の
行
政
区
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
も
、

緩
担
三
謙
な
場
所
、
話
題
に
な
る
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

一
丁
　
は

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
　
「
お
ん
が
」
を
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

遠
賀
川
区
の
誕
生
と
そ
の
背
景

明
治
年
間
に
、
遠
賀
川
駅
が
開
設
さ

れ
て
以
来
昭
和
6
年
ま
で
、
商
業
地
の

遠
賀
川
は
、
農
業
中
心
の
集
落
で
あ
る

今
古
賀
の
行
政
区
域
内
に
組
み
こ
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
島
門
、
浅
木
両
村
合
併
直

後
、
旧
3
号
線
沿
い
　
（
現
在
の
遠
賀
川

郵
便
局
の
場
所
）
　
に
役
場
本
庁
舎
が
建

築
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
当
時
四
十

六
戸
を
数
え
る
遠
賀
川
の
住
民
か
ら
村

議
会
に
分
区
の
請
願
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
今
古
賀
の
内
、
従
来
遠
賀
川
商
業

組
合
と
称
す
る
区
域
を
独
立
し
て
、
自

治
機
関
を
設
く
る
事
は
、
住
民
の
最
大

の
幸
福
に
し
て
・
・
・
」
と
い
っ
た
主

旨
の
申
請
書
は
、
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
、
昭
和
1
年
1
0
月
1
日
に
遠
賀
川
区

が
誕
生
し
ま
し
た
。

遠
賀
川
駅
の
開
業
と
そ
の
影
響

遠
賀
川
駅
は
、
明
治
2
3
年
日
月
1
5
日
、

九
州
鉄
道
株
式
会
社
遠
賀
川
駅
と
し

て
、
現
在
の
旧
停
地
区
で
開
業
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
構
内
拡
張
工
事
な
ど
の

た
め
明
治
4
0
年
5
月
、
駅
舎
を
現
在
位

置
に
移
転
し
以
来
、
町
の
玄
関
口
と

な
っ
て
い
ま
す
。

開
業
当
時
の
駅
前
周
辺
は
、
田
ん
ぼ

で
し
た
が
、
各
地
区
か
ら
旅
館
や
商
店

な
ど
が
移
転
し
、
駅
前
通
り
の
町
並
み

が
形
威
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
道
3
号
線
（
現
在
の
県
道
）

の
開
通
に
と
も
な
い
、
そ
の
周
辺
に
は
、

商
店
や
行
政
、
金
融
な
ど
の
諸
機
関
も

そ
ろ
い
、
町
民
の
日
常
生
活
も
便
利
に

な
り
ま
し
た
。

恵
比
須
神
社
は
昭
和
2
9
年
に
勧
請

恵
比
須
祭
り
は
区
民
の
親
睦
の
場

歴
史
の
浅
い
、
こ
の
地
区
に
は
、
神

社
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

昭
和
2
9
年
、
若
松
市
　
（
現
在
の
北
九
州

市
若
松
区
）
　
の
恵
比
須
神
社
よ
り
勧
請

し
、
お
ま
つ
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地

区
に
は
商
店
が
多
い
こ
と
か
ら
商
売
の

神
様
で
あ
る
恵
比
寿
様
を
お
ま
つ
り
し

地
区
か
ら
も
商
業
者
が
訪
れ
、
参
拝
し

て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

商
売
繁
盛
、
家
内
安
全
を
祈
っ
て
、

年
始
祭
を
始
め
年
五
回
も
の
祈
願
祭
が

あ
り
、
特
に
日
月
3
日
の
恵
比
須
祭
り

は
、
盛
大
に
行
わ
れ
区
民
の
親
睦
の
場

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

町
の
表
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
検
討
中

区
誕
生
か
ら
今
日
ま
で
長
い
年
月
、

幾
多
の
変
遷
を
重
ね
、
町
の
中
心
的
役

割
を
持
つ
地
域
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
人
や
車
の

往
来
も
頻
繁
に
な
り
、
環
境
公
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
主
要
交
通
機
関
の
発

着
場
、
大
型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

商
店
街
な
ど
を
持
つ
地
区
だ
け
に
、
今

後
、
環
境
整
備
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

み
、
町
の
表
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
が
を
役
員
さ
ん
ら
が

中
心
に
な
り
目
下
、
検
討
中
と
の
こ
と

です。

区
民
の
親
睦
を
図
る

多
彩
な
公
民
館
活
動

遠
賀
川
公
民
館
は
、
館
長
以
下
八
人

で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
は
も
ち
ろ
ん
、
区
の
盆
踊
り
や
敬

老
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
区
の
運
動
会
は
「
お
く
ん
ち
」

の
代
わ
り
と
し
て
昭
和
4
6
年
か
ら
二
十

二
年
間
も
続
い
て
お
り
、
主
要
行
事
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

婦
人
会
に
よ
る
公
民
館
の
清
掃
や
年

六
回
の
廃
品
回
収
。
育
成
会
の
少
年
少

女
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
キ
ャ
ン
プ
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
な
ど
多
彩
な
催
し
。
さ
ら
に

は
、
老
人
会
に
よ
る
誕
生
会
な
ど
と
、

区
民
の
親
睦
を
深
め
つ
つ
、
計
画
的
に

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
や
諸
行
事
が
全
区
民

に
浸
透
す
る
よ
う
に
毎
月
「
遠
賀
川
区

だ
よ
り
」
を
発
行
し
区
民
意
識
の
高
揚

に
も
努
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

四
日
回
国

古
紙
一
ト
ン
は
、
直
径
十
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
の
立
木

二
十
本
分
に
相
当
す
る
と
い
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
一
部
の
重
さ
が
約
四
十
グ

ラ
ム
。
総
発
行
部
数
が
六
千
五
十
部
で

す
か
ら
、
総
重
量
は
二
百
四
十
二
キ
ロ

グ
ラ
ム
。
単
純
に
計
算
す
れ
ば
、
こ
の

号
の
発
行
に
よ
っ
て
立
木
五
本
分
の
命

が
失
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
っ

と
も
、
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
計
算
通
り
に
は
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、
貫
重
な
森
林
資

源
を
破
壊
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
か

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
広

報
「
お
ん
が
」
は
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で

い
た
だ
け
る
す
ぼ
ら
し
い
内
容
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
球
に
優
し
い
コ
ン

パ
ク
ト
サ
イ
ズ
に
ま
と
め
つ
つ
、
分
か

り
や
す
く
、
正
確
に
を
モ
ッ
ト
ー
に
実

の
あ
る
広
報
紙
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
（
英
）


